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〈小学校理科部会 〉

研究主題

「問題解決の能力を高める評価と個に応 じた指導1

研 究 の 概 要

昨年度 の研究 で は、少 人数指 導 を 「児 童の興味 ・関 心 を重視 した少 人数指 導 」 とf児 童

の習熟 の程 度 に応 じた少 人数指 導」 で整 理 した。 特 に、後者 を 「既習 内容 の理解 」 と 「追

究 す る力 」 に分類 し、習 熟の程 度に応 じた学 習形態 と して研 究開発 した。

本 年 度 は 、 「児 童の 習熟 の程 度 に応 じた少 人数 指導 」 を 、関 心 ・意欲 ・態 度 、科学 的 思

考 、技 能 ・表現 、知識 ・理解 の4観 点で 整理 ・分 類 し、 それ ぞれ の観 点で複 線化 で きる対

象 や 場 面 を決 め 、 「児 童 の資質 ・能 力 に応 じた少 人数 指導 」 として研 究 開尭 した。検 証 授

業 で は 、少人 数 指導 の評価 と指 導 の工夫 に も取 り組 み 、 「児 童 の資 質 ・能力 に応 じた少 人

数 指 導1の 学習形 態hS習 熟の程 度 に応 じて効果的 であ る こ とが明 らか にな ったe

皿 研 究 の 内 容

児 童 一 人一人 の問題解 決の 能力 を高 め る評価 と個 に応 じた 指導 の在 り方 にっ い て 、以 下の

よ うに追 究 して い くこ とと した。

1小 学 校理 科に お ける 「児童 の 資質 ・能 力に応 じた少 人数 指導 」の 整理 ・分 類

理 科 の学 習活動 で は、児 童 が学習 前 に もうてい る概 念や 経 験、 身に付 いて い る学び方 な ど

の違 いに よ り、 自然事象 に対す る興 味 ・関心 の もち方 、予 想 の立 て方や 問題 解 決 の過程 の組

み 立 て方 な どに違 いが現 れ る。 これ は 、身 に付 いて い る資質 ・能 力の違 い によ る と考 え る。

そ こで 、4観 点 の資質 ・能 力 に応 じ、それ ぞれ を複線 化 す る対象 や 場面 を検 討 して 、 「児

童 の資質 ・能 力 に応 じた少人 数 指導 」 として次の よ うに整 理 ・分類 した。

〔iiil織灘;i繊:1::1,..,,,〕
2r児 童 の資 質 ・能 力に応 じた 少人数指 導」の特 徴

(1)関 心 ・意欲 ・態度(も のづ く りに よる複 線化)の 少 人数 指導 の例

・児童 が 学 んだ こ とを生 か して 、興 味 ・関心 に応 じた ものづ く りを した り、調 査 を した りす る。
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■問題選択別

●関心 ・意欲 ・態度(も のづ くりによる複線化)
次の3つ から選択 してものづくりをする。
<X>教 師が作成 した見本を模倣 して製作する。
<Y>見 本を参考 とし、自分なりの工夫を加えて製作する。
<Z>自 分な りにきまりや性質を生かして製作す る。
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… ・〈 単 元 例 〉

3年B(1)光 の 性 質 ・B(2)電 気 の 性 質/4年B(1)空 気 や 水 の性 質 ・C(D月 と星

5年B(2)て この働 き ・B(3)物 の 運 動/6年B(3)電 流 の 働 き ・C(1)土 地のつくりと変化 等

(2)科 学的思考(仮 説検証に よる複 線化)の 少人数指導 の例

・予想 に基 づ く解決 方法 な どを工夫 しなが ら、計画的 に 、見通 しをもって 追究す る。
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●科学的思考(仮 説検証による複線化)
次の3つ の追究の仕方から選択 して追究する。
<X>問 題の意味や追究の方法などを丁寧に指導 ・助言されることで追究する。
〈Y)順 序や方法などを助言 された り、友だちと話 し合ったりすることで追究する。
<Z>問 題の意味がとらえられ、自分な りの方法で見通 しをもって追究する。

…1〈 単 元 例 〉

3年B(3)磁 石 の性 質 ・C(D日 なた と 日陰/4年B(2)温 度 と物 の変 化 ・C(1)温 度 と水 の変化

5年A(1)植 物の発芽 ・成長 ・B(1)物 の溶 け方/6年B(1)水 溶液の性質 ・C(1)土 地のつ⇔ と変化 等

(3)披 能 ・表 現(実 験披 能 に よる複 線 化)の 少 人数指導 の例

・素材 や実験器 具を組み合 わせ た り、加 工 した りして、 自作 した観 察や 実験の装 置 を使 づて迫究

した り、既 存 の観察や 実験 の道具 を利用 して追 究 した りす る。
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(5年B(3)「 物 の運動」を事例 として1
●技能・表現(実 験技能による複線化)
次の3つ の方濫か ら選択 して迫究する。
<X>棄 材や器具を組み合わせオリジナルの実験装置を作成 し、
ふ りこのきま りを追究す る、
<Y>教 師が用意 した既存の実験装置を使って、ふ りこや衝突
のきま りを追究する.
〈Z>素 材や器具を組み合わせてオ リジナルの実験装置を作成
し、衝突のきま りを追究する。

… ・〈 単 元 例 〉

3年B(2)電 気 の 性 質 ・B(3)磁 石 の性 質 ノ4年B{2)温 度 と物 の 変化 ・B(3)電 気 の働 き

5年B(2)て この働 き ・B(3)物 の溶 け方/6年B(2)物 の 燃 焼 ・B(3)電 流 の働 き 等

(4)知 識 ・理 解(発 展 的 な学 習 や補充 的な 学習 に よる複 線 化)の 少人 数指導の例

・学習 を通 して獲 得 した 自分の 見方や 考 え方 をよ り広 めた り深 め た りす る発展 的な学 習や
、 も

う一度 、観 察や 実験 の対 象 を変 えた り、解決 方法 に工夫 を加 え るな どして振 り返 った りす る

補 充 的 な学習 を行 う。
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●問題選択別
●知識・理解(発 展的な学習や補充的な学習による複線化)
評価に基づき、次の3つ から選択 して迫究す るd
〈X>教師 と一緒に、学習を振 り返る。
<Y>教 師の助言を受け,対 象を広げ理解を深め一般化を図る。
<Z>自 分の追究方怯で、対象を広げ理解を深め一般化を図る、

・… 〈 単 元 例 〉

3年A(1)昆 虫 と植 物 ・B(2)電 気 の性 質/4年A(1)季 節 と生 き物 ・C(2)温 度 と水 の 変 化

5年A(2)動 物の発 生と成長 ・C(1)天 気 の 変化 ノ6年A(2)生 物 と環 境 ・B(1)水 溶 液 の性 質 等

3「 児童の資質 ・能 力に応 じた少人敷指導」 を取 り入れ た指導 と騨価 の実践 ・鹸証

本研 究 では 、関心 ・意欲 ・態 度(も のづ く りによ る複線 化)と 技能 ・衰現(実 験技 能 に よ

る複 線 化)で の少 人数 指 導の在 り方 を第3学 年 「磁 石 の性 質 」、第5学 年 「物 の運 動」 の単

元 の授 業 実践 で検 証 してい った。

ま た、 その学 習活動 の評価 を行 うに 当た って は、以 下の手 順 、方法 を用 い た。

(1)評 価 の手tl贋

① 単 元全 体 を見通 した 、単元 の 目標 を設 定す る。

② 単 元 の 目標 を4観 点別 に具 体化 した単元 の評価規 準 を設定 す る。

③ 学 習前 の子 どもの姿 を とらえ 、単元 の特性 を明確 にす る。

④ 指 導計 画及 び評価計画 を作 成す る。

⑤ 評 価 に使 うリス トや カー・ドな どの評価 資料 を準備す る とと もに 、評 価規 準 にお いて 「お

お むね 満足 で きる状況(B>」 の確認 を行 い 、十分 満足 で き る状 況(A)を 明 らか に してお く。

⑥ 授 業中 、授業 直後の評 価 と指 導 を行 う。

⑦ 単 元終 了後 に総括的 な評価 を行 う。

{2)評 価 の方法 ○主に活用 した評価方法

評価方法
自無事象への

関心 ・意欲 ・態度 科学的な思考
観察 ・実験の

技能 ・表現
自然事象についての

知識 。理解

行動観察 o o 0 瞥

発言分析 o o ■ O
記録分折 、作文分析 0 0 o o
作品分析 o ● o o
ペ ーパ ー テ ス ト , 0 o o
パ フ ォー マ ン ステ ス ト , ■ 0 o
ア ンケー ト法 0 ■ ■ ○
自己評価、相互評価 o 凸 ■ ●
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N指 導事例

理科 第3学 年 「磁 石の性 質」

1単 元の 目標 ・

磁 石 を使 い 、磁 石に付 く物 や磁 石 を働 かせ た とき の現象 を比較 しなが ら調べ 、見 いだ した

問題 を興味 ・関 心 を もって追 究 した りものづ く り した りす る活動 を通 して 、磁 石の性 質 につ

い ての 見方 や考 え方 を もつ よ うにす る.

2単 元 の評価規準(こ こで は 「学習 活動 にお ける具体 の評価規 準」 と同 じ)

自然事象への関心・意欲・艦度 科学的な思考 観察 ・実験の披能・表現 自然事最についての知識 ・理解

ア 磁 石 に物 を付 けた ア 磁石 に 引 き付 け ら ア 磁 石 を使 っ て 付 ア 物 に は 、磁 石 に 引 き

り 自 由 に 動 く よ うに れ る物 と引 き付 け ら く物 を調 べ た り着 付 け られる物 と引き付

した りした ときの現 れ な い物 とを比 較 し 磁 さ せ た り 、 も の け られ ない物 があるこ

象 に興味 ・関 心 を も て 、 そ れ らの 違 い を づ く り を した り す とや 、磁石に引 き付 け

ち 、進 んで磁石 の働 考 え る こ とが で き る。 るこ とが で き る。 られ る物には、磁石 に

きや 性質 を調 べ よ う イ 磁 石 同士や磁 石 に イ 磁 石 に 付 く物 や 付け ると磁力 を帯びる

とす る. 引き付 け られ る物 と 磁石の性質を調べ、 物があることを理解 し

イ 磁 石 の働 きや性 質 の問 を空 けて も引 き 記 録 す る こ とが で て い る 。

を 使 っ て も の づ く り 付 け られ る力 が働 い き る 。 イ 磁石 の異極 は引き合

を しよ うとす る。 て い る と考 え る こ と い、 同極 は 退 け合 うこ

がで き る。 とを理 解 して い る。

3本 単 元の少人 数指導 に ついて

理 科学 習 の入 門期 であ る第3学 年 で あ るので 、問題別 、方法別 な どの少 人数指 導やTT指

導 を問題 解決 の過程 に応 じて編成 してい く。 同時 に グルー プの所属 を 自分 で決 め る機会 を多

く設 け、 あ らゆ る形 態 に慣れ るよ うに してい く。 なか で も、関 心 ・意欲 ・態度(も のづ く り

に よる複線 化)の 少人数 指導 を多 く し、 ものづ く りな どの場 で行 うよ うにす る。

本 単元 で は、第2次Tひ みつ を た しかめ よ う」で 、問題選 択別 の少人数 指導 を行 い、第3

次 「お もち ゃを作 ろ う」 で 、[遊 び たい]コ ース と[作 りたい]コ ー ス の関心 ・意欲 ・態 度

(も のづ くりに よる複線 化)の 少人 数指導 を行 った。

[遊 び た い]コ ース では 、主 に魚釣 りや ドライ ブ ゲー ムな どの簡 単 なお もちゃを作 り、遊

ぶ 。 遊ぶ 過程 で磁石 の 引 き合 いや 反発 な どの性質 を再度 確認 した り、新 たな性 質を発見 した

りす る。 一方 、[作 りたい]コ ー ス では 、ルー レ ッ トや ふ らふ らロケ ッ トな どの難 しい お も

ちゃ を作 るこ とに時 間 をか け る.作 って い く過程 で複数 の磁 石が集 ま った時 の力 の作用 な ど

を発 見す るこ とをね らい と した。

〔単 元 の流れ 〕

〔第1次(2時 糊)〕 [第2次 〔6時 間)1 〔第3次 〔3時 間)〕
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4指 導 と評 価の計 画 〔全11時 間 〕

節1次 「じ しゃ くの ひみつ つ けよ う(2日)⑥ 級 一斉/TT

O棒 磁 石 を使 って いろいろな ものに近付 け、磁石 の性 質 を見つ けだす。
・教室 に ある物 や 、用意 して きた物 に磁 石 を付 けた り、磁石 同 士を付 けた りす る。
・見 っ けた性質 につ いての気付 きや疑 問な どを記録 す る。

O付 きや 疑問 につ いて話 しAい 、 問題 に 約す る

問題A(磁 石 に付 く物)問 題B(磁 石 の極)問 題C(磁 力 と着磁)

じ しゃ くにつ くもの は じ しゃ くの き ょくは ど じ しゃ くについた もの

どん な ものか うい うせ い しつか は じしゃ くにな るか

毒'価

ア
イ
関
技

2次 「じしゃ くの ひみ つ をた しかめ よう」(6時 間)◎ 問題選択別による少人数指導/2盤

Oそ れ ぞれの 問題 の解決順序 を決 め る。
・自分 が調べ たい問題の順番 を決 め、学習 計画 を立て る。

O問 題 の解決順序別 に従 って、1問 題2時 聞ずつ 学習す る.
・T1 、T2、T3が それ ぞれ 問題A(T1)、 問題B(T2)、 問題C(T3)

を担 当 し、少 人数指導 での学習 を行 う。評価 につい て も各 担 当者 が行 う。

ll問 題AII問 題BH問 題Bll問 題Cll問 題cl1撃A↓ ↓ ↓ ↓ ↓

cll甲AI嘩Bl1竿BH間 野II問 弊II甲

1問 題cII問 題Bl置 問 題cII問 題All問 題BlI問 題Al

O各 問題 ごとに実験結果 を整 理 し、それ ぞれの問題 につ いてま とめ る。

第3次rお も

Oお もちゃ のサ ンプル を参 考 に、[遊 び たい]コ ー ス と[作 りた い]コ ー ス に分

お ち づ くりをす る

[遊 び た い]コ ー ス(TD

サ ン プル を参 考 に 作 り上 げ 、遊 ぶ.

遊 び な が ら改 良 を 図 る。
・魚 つ リゲ ー ム

・ドラ イ ブ ゲー ム

・磁 石 キ ッ トに あ るお ち

'人

謬

騨
幽
樹蜘
留

に よる少人 数 日/2静 級3展 開

[作 りた い]コ ー スA(T2)・B(T3)

サ ン プ ル を 参 考 に 、試 行 錯 誤 を 繰 り

返 しなが ら作 り上 げ て い く。
・ル ー レ ツ ト

・ふ らふ ら ロ ケ ッ ト

・オ リジ ナ ル の 作 品

関 イ

技ア

第1次(学 級一斉/TT)
・各 自、棒磁石 を一っずっ持 ち、磁 石 の様 々な性質 を見つ け、

気 付 きや疑問 を見いだ し、問題 づ く りを した。
・磁 石 に 対す る児童 の関 心や意 欲 を 高 めるため に 、十 分 な時

間 を保証 した。 また 、真 ち ゅ うの釘 な ども用 意 して 、磁 石

は金 属 に付 く とい う既 有概 念 の 児童 に も疑問 が出 るよ うに

した。

第2次(問 題選択 別に よる少人 数指導/2学 級3展 開)
・前 時 に っ くっ た3つ の 問題 に対 し、解決 順序 を決 めた 問題

別 の少 人数指導 を行 った。
・この 少 人数 指導 では 、各問題 ごとの教材 、指導 や評 価 が き

め細 か く対応 で きた。 また 、児 童 は 、同様 の実験 を して い

る他 の児童 とも情報交換が でき、確 かな学び合 いボで きた。

第3次(関 心 ・意欲 ・態度に よる少 人数 指導/2学 級3展 開)
・お もち ゃ のサ ンプル を基 に、作 りた い物 を決 め、製 作す る
とい った、 関心 ・意欲 ・態度 に よる少人 数指導 を行 った。
・基 本 的 に利 用 してい る磁石 の性 質 が共 通 してい るた め に、

支 援 ・指導 が しや す く、 また 、児 童 は作 る上 でつ まず いた

ときに 周 りの児童 と↑ 交換 を し 互 いに手伝 って いた

◇ 一人 一 人 の結 果 を ワー ク シ
ー トに具体 的 に数 値 な どで

記入 した り 違 い を書 き出

した り して 、気 付 きや 疑 問

を 明 らか に で き る よ うに し
たゆ

◇ 児 童 が主 体 的 に学 ぶ よ う、

教師 が支援 して問 題 の 解 決

順序 な どを 決 め る よ うに し

た。 そ の計 画 ご とに問 題 選

択別 に よ る少人 数 指 導 が 進
む よ うに した。

どの よ う

な性 質 を利 用 し、 どん な と
こ ろが難 しい の か を予 め説

明 し、 どの グル ー プ に所 属

す るか 、児 童 に 自分 で決 め

させ た
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6本 時 の学 習(8/11時 間)

(1)本 時 のね らい

・磁石 の倒 きや性 質 を使 って 、進ん で ものづ くりが で きる。 欄 心 ・意欲 ・帳度/技 能 ・表現)

{2)本 時 の展開'

O児 童の主な活動 ☆評価

Oお も ちゃ の サ ンプル を参 考 に して 、 「遊 びた い 」 コー ス、 「作

りた い 」 コー ス を決 め る。'

「遊 び た い 」 コー ス(Tl)・ 「作 りた い」 コー スA(T2)・B(T3}

Oサ ンプル を参 考 に して 、 各 コー スで 作 り始 め る。

「遊びたい」コース

(作品例〕

・魚 側 に磁石 を付 けて 、 え さ

に磁 石 に付 く物 付か ない物

を選ぶ作品

・道 路の途 中 に反 発作 用 を利

用 して障害を加 えた作 品

・磁石 キ ッ トの 中 にセ ッ トさ

れ ていた作品

Oお もちゃが で きた ら、周 囲

の子 ども同士で遊 び、遊 び

なが ら改良を加 えてい く。

r作 りた い」 コー ス

(作 品 例)

・磁 石 の 引 き合 いや反 発 を 利

用 して動 くル ー レッ ト

・複 数 の磁 石 を利 用 して、 糸

に 下 が った ロケ ッ トが動 く

作 品

・サ ン プル にな い オ リジナ ル

の作 品

O磁 石を増やす、位置や 向き

を変えるなどの試行錯誤 を

重ねる。

◇教師の指導 ・助言

◇ お も ちゃ の サ ン プル を用 意

す る。

◇ コー スの特 徴 を伝 え る。

◇ 予 め 各 グル ー プ ご と に必要

と思 われ る材 料 や 道 具 を 用

怠 し、お も ちゃ づ く りを 支

援 す る。

(針金 ・発泡 ス チ ロー ル ・

紙 皿 ・凧糸 ・両 面テ ープ 等)

◇ 自分で進 め られな い児童に

対 し支援す る。

・磁石の性質 を想起 させ 、

アイデ ィア を与える。

◇ カ ッターを使 う、太 い針金

を切 るな どの危険 がと もな

う作業を支援す る。

7本 時 にお ける子 どもの 様子

関 心 ・意 欲 ・態 度(も のづ く りによ る複線化)の 少 人数 指導 で あったが 、児 童 は どのグル

ー プ に所 属 す るのか を
、 自分 の興味 ・関 心に応 じて決 め る こ と力主で き、 グル ープ選 択後 は 、

児童 は集 中 してお もち ゃづ く りに取 り組 んで いた。 また 、周 りにい る児童 が 同様 のお もち や

づ くりを してい る とい うこ とか ら、子 ども同士の学 び合 い、情 報交換 も盛 んに行 われ ていた。

指 導 に 当たって は 、お もち ゃをまねた り作 り直 した りと様 々な児童 の工夫 に対応 で き、子

ども と一緒 に考 え、きめ 細か な支援 ・指導 を工夫す る ことが できた。
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理 科 第5学 年 「物の運 動」

1単 元 の 目標

お も り を使 い 、 お も りの 重 さや 動 く速 さ な ど を 変 え て 物 の 動 く様 子 とそ れ ら に か

か わ る 条 件 に 目 を 向 け な が ら調 ぺ 、 見 い だ した 問 題 を 計 画 的 に 追 究 した り も の づ く

り を した りす る活 動 を 通 し て 、 物 の 動 きの 規 則 性 に つ い て の 見 方 や 考 え 方 を も っ よ

うに す る。

2単 元の評 価規準(こ こで はr学 習活動 にお ける具体の 評価 規準」 と同 じ)

自然事象への関心・意欲・揺庚 科学的な思考 観察・実験の技能・表現 自熔事象についての知識・理鮮

ア ふ りこか衝突の物の ア ふ りこか衝突の物の ア ふ りこか衝突の規 ア 糸につる したお もり

運動の変化に興味 ・関 運動の変化 とその要因 則性 を調 べる工夫を が1往 復す る時 間 は 、

心 を もち 、 自らそれ ら を関係付けて考えるこ し、それ ぞれの実験 お も りの重 さな どによ

の物の運動の規則性を とができる. 装置 を操作 し、安全 って は 変 わ らな い が 、

調べ ようとす る。 イ ふ りこか衝突の物の で計画的に実験やも 糸の長 さに よって変わ

イ 物の運動の規則性を 運動の変化 とその要因 の づ く りをす る こ と るこ とを理解 している。

適用 してものづくりを について条件に着 目し がで きる。 イ お も りが他 の物を動

した り、規則性 を利用 て実験の計画を考えた イ ふ りこか衝突の規 か す働 きは 、お も りの

した物の工夫を見直 し り、結 果 を考察 した り 則性 を調べ量的に記 重 さや 動 く速 さに よっ

た りしよ うとす る。 す るこ とがで きる。 録 した り、表や グラ て変わ ることを理解 し

ウ 物の運動についてふ フな どに表 した りす てい る。

りこか衝突を自ら選択 るこ とがで きる。

しよ うとす る、

3本 単 元の 少人数指 導につ いて

本 単 元 は 課 題 選 択 の 学 習 単 元 で あ る。 そ こで 、 第1次 に 課 題 提 示 に よ り 自分 で 「ふ

り こ 」 か 「衝 突 」 か の 課 題 を 選 択 す る。 第2次 で は 、 そ れ ぞ れ の 課 題 選 択 別 の 少 人

数 指 導 に 分 か れ 、 予 想 を 立 て 、 実 験 の 計 画 を 立 て る 。 実 験 の 計 画 の 段 階 で 、 い ず れ

の 課 題 で も児 童 の 実 験 技 能 の 習 熟 に 応 じた 技 能 ・表 現 に よ る少 人 数 指 導 で あ る 「自

分 で 実 験 装 置 を 作 っ て 実験 を 行 う」 コー ス と 「既 存 の 実 験 装 置 を 使 っ て 実 験 を 行 う」

コ ー ス とに 分 け る。 工 作 が 得 意 で あ る児 童 は 、 自 ら実 験 装 置 を作 っ て 課 題 追 究 を 行

う こ と を 望 み 、 工 作 な ど の 苦 手 な 児 童 は 学 校 に あ る 既 存 の 実 験 装 置 を使 っ て 課 題 追

究 を行 う.

こ の よ うに 、 児 童 の 技 能 面 で の 習 熟 に応 じて 実 験 を 行 うこ と は 、 理 科 の特 性 か ら

み て 、 学 習 意 欲 を 高 め 、課 題 を迫 究 す る能 力 が 育 っ と考 え る。

〔単 元 の 流 れ 〕 、

〔第1次(2時 聞)} 〔第2次(6時 問)】 〔第3次(3時 間}〕

事

象

提

示

【

課

題

選

択

一

■

昌

A該 類 甥.〕

問題づ くりと実験 計画

一

一

少人数指導
Xコ ース

(農霧 騨 甑 を作うて鍵一

一

少人数指導
Aコ ース

ふ りこのまとめ

一

一

一

1

お

も

ち

や

荘

ぴ

欝 量
お

も

ち

や

避

び

,誰 娼 軒 突)

問題づく りと実験計画

少人数指導
Yコ ース

(欝2
)鶏 装髄 働 て実

少人数指導
Bコ ース

衝突のま とめ

少人数D

創作

●課題選択別 ●技能 ・表現 〔実験披能による複腺化}● 諜題選択別 ■ 開心・意欲 ・態度
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4指 導 と評価 の計画(全11時 間)
ゐ、(2

を調 べ る か選 択
/1学

Bコ ース 〔衝 突 〕

〈お も りが 衝 突 した 時 に 物 の動 く距

離 は 、何 に関係 す るの だ ろ うか>

O予 想 を立て る。

予想A一 お も りの速 さ

予想B・-15も りの 重 さ

O実 験 計 画 を立 て る前 に 、2つ の コー ス か ら学習方 法 を選択 す る。 ・
Xコ ー ス(T1)Yコ ー ス(T2)

○ 課 題 ご とに 、実験 の結 果 につ いて 話 し合 い、 ・とめ る

IAコ ー ス 〔ふ りこ〕1

ア

イ

思

思

ア

イ

イ

思

思
技

Bコ ー ス 〔'

箪3次 「もの づ く り」(3時 間) ◎関心 ・意欲 ・態度による少人数指導ノ1学 級2展 開

O見 本 の お もち ゃで遊 ぶ 。(一 斉)

お も りの働 き を利 用 して お もち ゃ を作 る、 関イ

技ア
O

[ Cコ ー ス 見本 を見 て 作 る IlDコ ー ス 自分 で考 え工 夫 して 作 る1

0作 っ たお もち ゃで 遊 ぶ。{一 斉)

第1次(学 級 一 斉/TT)
・ここでは、大型のふ りこをゆ らす活動 を した り、ボー リングゲーム

を行 った りして、気 付いた ことや 疑問 に思 った こと、調べ てみたい

こ とな どを基に、 どんな学習問題 が あるか考 えた。そ して、子 ども

の興味 ・関心に応 じて、どち らか を選ばせた 〔課題選択)。

第2次{課 題選択 別、披能 ・表現 に よる少人数指導/1学 緩2展 開)

(ふ りこ)T1
・課題 「ふ りこが一往 復す る時間は、何 に関係す るのだろ うか」にっ

いて予想す る。子 どもか らは、 「お も りの重 さ」 「糸の長 さ」「振れ

幅」 の3要 因が出た。

(衝突)T2
・課題 「お も りが衝突 した時 に物 が動 く距離 は、何 に関係す るのだろ

うか」について予想 する。子 どもか らは 、「お も りの速 さ」 「お もり

の重 さ」「物 の重 さ」 の3要 因が出 た。
・次に 、それぞれ実験計画 を学習方法 を考 えな胆 ら立てた。 自分で実

験装置 を作って実験 するか、学校 に ある実験装置 を使 って実験す る

かで あ り、その後、3～4名 の実験 グル ープ を作 り実験 を行 った。

実験装置 を作 る方が多か った。
・実験結 果は、同 じ課題 同士の中で情報交換 を してま とめた。

◇児童がふ りこ、衝突のいずれか

のゲーム等 も体験 し、主体的に

課題選択できるようにした。

◇各課題 に応 じる予想を根拠 に

基づいて立て させ、見通 しを

もった計画 を立て るよ うに し

た。

◇ 「衝突 した物の重 さ」は一定
に して考 えるよ うに指示 し

た.

◇実験方 法を十分 に検討 させ 、
見通 しを もった婁験計画 を立

てるように指導 ・助言 した。
〈〉結果 を予想 と照 ら し合わせ

て、見直 し振 り返 りを して追

究するよ うに した。

◇見本を見なが ら作成す る児童
は協力 して行 うよ うに した。

O自 分で創作す る児童には、設

計図の段階か ら十分にかかわ

るよ に した
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6本 時の 学習(8/11時 間)

(1)本 時の ね らい

ふ り こ か 衝 突 の 規 則 性 を 調 べ る 実 験 装 置 を 作 っ た り 、

して 、 安 全 で 計 画 的 な 実 験 を 工 夫 す る.(技 能 ・表 現)

(2)本 時の展開

既存の実験装置を使 うた り

O・ 児童 の主な活 動 ◇教師の指 導 ・助 言 ☆評価

02つ の コー ス を確認 し、 コー ス ご とに分 かれ る。

X泊 分で実験装置を作 り実験す るコース

O工 夫 しなが ら実験装 置を作 り、実験 計画

を立てる。

_!烈 三1..=].[=一.堕.一 鋤_.

・既存の実験装置や図書資料な どを参考に、

実験装置 を設 計 し、試 しなが ら作 る。
・実験計画書に条件制御 した計画を立てる。

・実験回数 を決 め、記録表 を作る。
・結果を想定す る。

・予備実験 を して試す。

◇ 実験装置の作成は 、既存装置や図書資料 等

を参考に、適切な装置を作 るよ うにす る。

◇ 実験計画は 、ノー トや ワー クシー トに記録

させ るようにす る。

Y=既 存の実験装置を使って実験す るコース

0既 存 の実験 装置 を も とに、 実験計 画 を立て

る.

〔籾 こ〕=ユ エ=噛 突〕

・実験装置の仕粗 みや使 い方を知る.

・実験計画書に条件制御 した計画を立てる。

・実験 回数を決め、記録表を作 る。

・結果 を想定す る。
・予備 実験を して試す。

◇既 存 の実験 装置 の使 い方 を習 熟 させ、適切

な実験 ができるよ うにす る。

◇ 実験 計画 は、 ノー トや ワー ク シー トに記 録

させ るようにする。

7本 時 に お け る子 ど も の 楳 子

実 験 装 置 作 り に 取 り組 ん だ 児 童 は 、3～4人 で グル ー プ を 構 成 し 、 実 験 装 置 を

製 作 し た 。 各 グ ル ー プ と も 協 力 し 合 っ て 安 全 に 取 り 組 め た 。 「は じ め は 難

し か っ た け ど 、 作 っ て い る うち に だ ん だ ん うま く で き 楽 し く な っ た 。」 「実 験 の

結 果 が き ち ん と 出 る 装 置 が で き 、 実 験 が 楽 し み だ 。」 な ど の 感 想 を も ち 、 自 分 の

技 能 に よ っ て 実 験 装 置 が 製 作 で き 、 実 験 計 画 が 予 想 に 基 づ き 進 行 で き て い る こ と

を 実 感 し 、 満 足 で き て い た,

また 、既 存 の 衝 突 実 験 装 置 を 使 う グ ル ー プ は 、 実 験 計 画 を 立 て る 中 で 、 条

件 制 御 の 点 を 考 え て い な い 児 童 も 見 られ た の で 、 変 え る 条 件 と 変 え な い 条 件 に

気 付 く こ と が で き る よ う に 助 言 した 。計 画 の 殺 階 で 条 件 制 御 を き ち ん と 理 解 さ せ 、

適 切 な 計 画 が 立 て られ る よ うに 支 援 す る こ とが 重 要 で あ る 。

一49一
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1掻 業 実 践か らみ るr児 童の 資質 ・能 力に応 じた少人 数指導」 の効果 につ いて

(1)関 心 ・意欲 ・態度(も の づ くりに よ る複線 化}の 少 人致指 導

第3学 年 「磁 石 の性質 」の よ うに単 元末 に関心 ・意欲 ・態度(も のづ く りに よる複線 化)

の少 人 数指 導 で行 うこ とで 、学ん だ知識 を効果的 に使 って ものづ く りでき る児 童や 作 りなが

ら知 識 と結 び付 け てい く児童 な どに応 じた対応 がで きる。 そ の結果 、 自ら主体 的に追 究す る

意 欲 が高 ま る とと もに 、一人 一人 の技能 ・表現 の能 力や 知識 ・理解 を活用 してい く能 力 な ど

を身 に付 けて い くことがで きる。

(2}技 能 ・表現(実 験技能 によ る複 線化)の 少人数指導

第5学 年 「物 の運 動」 の よ うに技能 ・表現(実 験 技能 に よる複線化)の 少 人数 指導 を行 う

こ とで 、児童 が身 に付 けてい る技 能 に応 じて 、 自ら実験装 置 を作 って検証す る児 童や既 存 の

実験 装 置 を使 って検 証す る児 童 な どに応 じた対応 がで き る。 その結 果 、一 人一人 の実 験器 具

を適 切 に安 全 に取 り扱 う技 能 、 工夫 改 善 してい く技 能 を高 め ると ともに 、見通 しを もっ て追

究 してい く能 力 な どを身 に付 けてい くこ と揮で きる.

23年 間で研 究 開発 した少人 数指 導 の指導 形態

これ までの研 究 を継 承 し、本 年度研 究開発 した 「児 童 の資質 ・能力 に応 じた少人 数指 導 」

を加 え、次 の よ うに少人数指 導 を整理 ・分類 した。

O児 童の興味 ・関心 を重視 した少人数 指導

① 問題選択別(問 題別の複 線化)
② 予想 ・方法 選択別(方 法別の複線化)
③ 課題選択別(課 題選択別の複線化)

O児 童の資質 ・能力 に応 じた少人数指導

寒 講難 礫籔灘瓢
咋年 度 の 「児 童 の習熟 の程度 に応 じた少 人数指導 」の 「既 習 内容 の理解 の習熟 別」 を知識
・理 解 に、 「追究す るカ の習 熟別 」 を問題 解決 の能 力 として 科学 的思 考 と技 能 ・表 現 に整理

し、 「児 童の 資質 ・能力に応 じた少 人数 指導1と した。

3少 人 数指導 にお ける教 師の 役割

① 学 習前 の児童 の 姿 を把握 し、単 元の 内容 、育て るべ き資質 ・能力 と照 らし合 わせ て 、該

当単元 が どの少人数指 導 の指導形 憩 で行 うのが適 切 なのか を検討す る。

② 指 導す る全教 員が共 同 して少人数 指導 に応 じた指 導 と評 価の計 画 を立て 、共通理 解す る。

③ 観 察 や 実験 に伴 う安 全確保 は も とよ り、教材 ・教 具の準 備 ・学習環境 の整備 を行 い、 ど

の コース におい て も児童 の多様 な方法 に対応 で きる よ うに準備 す る。

④ 児 童 一人 一人 が特性 を生 か して 問題解 決を進 め、 自ら科学 的 な見方や考 え方 を深 めた り

広 げ た りで きるよ うに、児 童の少 人数 指導 コース の選択 を適切 に指 導 ・助 言す る。
⑤ 授 業 の評価 を適 時行 うと ともに 、単元途 中の少人 数指 導の 切 り替 え時に も教師 同± が情

報 交 換 を行 い、児童 の問題 解 決 の活 動 の状況 を的確 に と らえ、効 果的 な学 習がで き るよ う

に指 導 の改 善を図 る。 な ど

4今 後 の課題

昨 年度 、今 年 度 と習熟 の程 度 に応 じた 少人数 指導 につい て研 究 し、4観 点 の資 質 ・能 力 に

応 じた形 態 で実施 したが 、一部 単元 だ けで な く、全 単元 にお いての検 証が必 要で あ る。 そ の

結果 を基 に 、理科 にお ける少 人数 指 導 の整 理 ・分類 を よ り明 らか にす るこ とが重 要で あ る。
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